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論文概要
【背景】外傷性心肺停止の生存率は 3％以下であると言われている。救急隊による目撃のある外傷心肺停止の予
後は 5.7％から 15％と報告されているが解析が不充分であり追加研究の必要性があった。【目的】交通外傷傷病者
を対象に救急隊による目撃のある心肺停止，一般市民による目撃のある心肺停止，目撃のない心肺停止の1ヶ月生
存率を比較した。受傷から心肺停止までの時間を評価した。【方法】総務省消防庁ウツタインデータ 2014年から
2019年に登録されている交通外傷症例を対象者とした。3群比較をした後に 3群間で多重比較を行った。【結果】
3,883名が本研究の対象者となった（Table 1）。1ヶ月生存率は救急隊による目撃のある心肺停止群が 10.9％であ
り，一般市民による目撃のある心肺停止群7.2％，目撃なしの心肺停止群5.6％と比較して有意に高かった（P<0.01）
（Figure 1）。受傷から心肺停止までの中央値は 18分（IQR: 12–26）であった。【考察】救急隊接触時に呼吸脈拍が
ある傷病者を如何に心肺停止に進行させないかが重要である。必要に応じて医師の現場派遣を判断し，迅速な治
療介入が病院前外傷傷病者の予後改善に繋がると考える。【結語】1ヶ月生存率は救急隊による目撃のある心肺停
止群が有意に高かった。
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